
研修会内容（平成２９年度） 
○プログラム            開催自治体：新潟県柏崎市  

 
 
  
●会員研修 

 【講演】 講演①「平成２８年熊本地震について」 
           熊本県宇城市教育委員会教育総務課 課長 蔵原 正敏 氏 
       

       講演②「仙台市の生活再建支援の取組み 
                ～応急仮設住宅の解消に向けて～」 
           宮城県仙台市 健康福祉局 地域福祉部 
           被災者生活支援室主幹兼生活支援係 係長 高橋 貞人 氏 
 

【ディスカッション・質疑応答】 
  コーディネーター 常葉大学大学院環境防災研究科 教授   田中  聡 氏                          
 

 
 

●公開プログラム ～テーマ「被災地からの発信－創造的復興に向けて－」～ 

 【基調講演】「創造的復興に向けての東北の歩み」 

           東北大学災害科学国際研究所 助教    佐藤 翔輔 氏 

 【パネルディスカッション】 
  パネリスト    石川県輪島市 総務部長         宮坂 雅之 氏                                                   
           ゆりあげかもめ会長           佐竹 悦子 氏 
           かしわざき音楽商店街代表        石川眞理子 氏 
  コーディネーター 常葉大学大学院環境防災研究科 教授   重川希志依 氏 櫻井柏崎市長（開催自治体） 

丸山会長（ネットワークおぢや） 
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－７月１８日 １日目（会員研修） かしわざき市民活動センターまちから － 

－７月１９日 ２日目（公開プログラム） 柏崎市産業文化会館 － 

参加者数 

【1日目】 25団体  40名 

 

【2日目】 24団体  37名 

      柏崎市民 50名 



会員研修 

講演①「平成２８年熊本地震について」 

熊本県宇城市教育委員会教育総務課 課長 蔵原 正敏 氏  

  まだ震災から１年ほどしか経過していないこともあり、

震災当時の初動対応、避難所運営、仮設住宅等で苦難

されたこと、また、これからの復興に向けて準備されてい

ることについてお話しいただきました。 
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講演②「仙台市の生活再建支援の取組み 

～応急仮設住宅の解消に向けて～」 

宮城県仙台市 健康福祉局 地域福祉部 被災者生活支援室主幹兼生活支援係長  
 高橋 貞人 氏 

 東日本大震災から６年経過したところで仮設住宅が０件

となり、それも円満に仮設を解消されたということで、仮設

住宅入居世帯への生活再建支援の取組みと心得につい

てお話しいただきました。 
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会員研修 



■パネリスト       熊本県宇城市 教育委員会 教育総務課   課長 蔵原 正敏 氏 

                宮城県仙台市 健康福祉局 被災者生活支援室 主幹  

                                 兼 生活支援係 係長 高橋 貞人 氏 

■コーディネーター   常葉大学大学院 環境防災研究科        教授   田中 聡 氏 

     

                                   

前段で講演していただいた内容はどの自治体でも懸念されているところであり、聴講された会員の方々 

より、課題や解決策について活発な議論が交わされました。 

【ディスカッション・質疑応答】 
  「平成28年熊本地震について」 

  「仙台市の生活再建支援の取組み～応急仮設住宅の解消に向けて～」 
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左から 

仙台市 高橋氏 

宇城市 蔵原氏 

常葉大学 田中氏 

会員研修 



 「創造的復興」の概念、宮城県で行われている復興活動の数々、また震災から６年が経った

現状についてお話しされ、ディスカッションに向けて問題提起をしていただきました。 

東北大学 災害科学国際研究所  助教  佐藤 翔輔 氏 
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公開プログラム  

  テーマ「被災地からの発信 －創造的復興に向けて－」 

基調講演「創造的復興に向けての東北の歩み」 



■パネリスト 
                

6 

公開プログラム  

  テーマ「被災地からの発信 －創造的復興に向けて－」 

【パネルディスカッション】 

石川県輪島市  総務部長 宮坂 雅之 氏 
 平成19年に発生した能登半島地震最大の被災地となった輪島市で、市役所財政課長として
災害対応に当たる。 
 「防災にしても地域の振興にしても、やっぱり最終的には人づくりではないでしょうか。」 

  

ゆりあげかもめ 会長 佐竹 悦子 氏 
 宮城県名取市の閖上（ゆりあげ）で防災教育の市民団体を運営。 
 「命を守るための知恵とか、工夫を知らせる、そんな活動も教訓としての伝承ではないかと考
えています。」 

   

かしわざき音楽商店街 代表 石川 眞理子 氏 
 平成19年に発生した中越沖地震以来、毎年音楽イベント「音市場」を開催。 
 「震災前までやってきたことを普通にやり続ける、そのための環境を整えるような支援をした
いという思いで活動しています。」 
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公開プログラム  

  テーマ「被災地からの発信 －創造的復興に向けて－」 

■コーディネーター 
                常葉大学大学院  
環境防災研究科  
教授 重川 希志依 氏 
 
   

 商業復興、まちづくり、人づくりという視点で、創造的復興のためにそれぞれ何をしているかお話しいただき

ました。市民の方も数多くご参加いただき熱心に聴講されていました。 


